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Ⅰ　 青谷上寺地遺跡第 18 次発掘調査概要報告

門脇 隆志・ 大野哲二

く ために必要なデータを得るための発掘調査を

実施していく こ と が定めら れた（ 君嶋 2016）。
こ の計画に沿って平成 30 年度・ 令和元年度の

２ カ年にわたり 実施し た第 18 次発掘調査は、

①中心域と 潟湖と の境界（ 汀線） の確認と 構造

解明、 ②港湾施設の確認、 ③中心域内部におけ

る集落機能の解明、 が課題と される北エリ アを

対象と したものである。

第 18 次発掘調査区は、 市道露谷本線と 工場

（ 鳥取南海紡績） に挟まれた、 市営団地跡地に

上端 26 ｍ× 21 ｍで設定し た（ 後に安全勾配

の確保のため上端 27 × 23 ｍに拡張）。 当調査

区は中心域と 古青谷湾と の境界付近と 推定さ

れる箇所であるこ と 、 平成 29 年度に実施さ れ

たボーリ ング調査（ H29- １ ） において、 弥生

１ 　 はじめに

国史跡 青谷上寺地遺跡は、「 地下の弥生博物

館」 と も称される弥生時代を代表する遺跡であ

り 、 海を介してもたらされた多種多様な出土遺

物から交易拠点と しての港湾集落であったと 推

定されている。

青谷上寺地遺跡は、 平成 10 ～ 13 年度の高

規格道路建設に伴う 事前調査によって全国的な

注目を集めるこ と と なり 、 平成 13 年度以降は

当遺跡の保存整備を目的と した発掘調査が継続

的に行われてきた。 平成 27 年度に史跡整備の

方針変更と 合わせ調査計画の見直しがなされた

こ と によ り 、 平成 28 年度以降は「 史跡内容確

認調査」 と して、 設定した「 東西南北」 のエリ

ア（ 図１ ） ごと に国史跡と して整備活用してい

図１ 　 調査・ 整備に係るエリ ア区分と 第 18 次発掘調査区
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時代後期後葉の土器片と と もに、 食物残滓と 考

えられるサザエやヤマト シジミ 等の貝殻を多く

含む包含層（ 図１ ） が確認されていたこと から、

発掘調査によって様相がほと んど不明であった

北エリ アの実態解明が期待された。

２ 　 調査の目的と 経過、 方法

平成 30 年度の調査（ 主要調査期間： 平成

30 年９ 月 18 日～ 12 月７ 日） では、 ①中心域

の北側に想定さ れる海岸線の確認、 ②平成 29
年度の整備予備調査（ ボーリ ング調査） で確認

した包含層を調査し、 遺跡の最盛期の生活に関

する情報を得る、 ③古墳時代中期から古代にか

けての土地利用の様相を明らかにするこ と 、 の

3 点を目標と した。

掘削にあたっては鋼矢板を使用せず、 標高

約 2.85 ｍの地表面から 標高 0.3 ～ 0.5 ｍ付近

までは重機、 それより 下層は人力によって、 安

全勾配を設けつつ階段状に掘り 下げるこ と と し

た。 調査面四周の排水溝掘削時に確認された南

北方向を主軸と する木造構造物群と 、 土層と の

関連を検討・ 記録するため、 木造構造物群に直

交・ 平行する２ 本のベルト （ 南北ベルト と 東西

ベルト ） を設定し、 調査面の掘削はこのベルト

によ って区画さ れた N・ E・ S・ W の区画ごと

に行った。

面的調査は古代耕作土層（ Ⅱ層） 上面を第１

面、 調査時に弥生時代終末期の遺構面と 考えた

当層下面を第２ 面と して精査するこ と と した。

平成 30 年度の調査では、 W・ S 区第２ 面で木

造構造物を伴う 土手状遺構や溝状遺構ほか多数

の土坑やピッ ト を検出して調査を終了した。

続く 令和元年度の調査（ 主要調査期間： 平成

31 年 5 月 13 日～令和元年 8 月 30 日） では、

前年度の成果を踏まえ、 ① S・ Ｗ区で杭以外確

認できなかった第１ 面（ 古代） の様相について、

堆積土の残る N・ Ｅ 区において確認する、 ②木

造構造物をはじめと する第２ 面（ 弥生時代終末

期） の遺構群について、 その配置及び構造・ 変

遷を捉える、 ③可能な範囲で整備設定年代であ

る弥生時代後期後葉段階の様相を確認するため

の調査を行う 、 こ と を調査目標と した。

調査の結果、 第１ 面では明確な遺構は検出さ

れず、 当面で検出されていた２ 本の杭も古代以

降のものではなく 第２ 面に帰属するこ と が判明

した。 第２ 面の調査では、 前年度に個別の遺構

と 認識したものも含め、検出された土質の差は、

一連の造成の施工単位であり 、 木造構造物はこ

れを補強するものであるこ と が確認された。 ま

た、 帰属時期については、 造成の初期段階と 考

えられる盛土中から出土した土器から 、 古墳時

代前期前葉に改められる結果と なった。 これら

造成遺構の構造をより 明確にするため、 また可

能な限り 下層の状況を確認するため、 東西ベル

ト に沿ってト レンチ（ 東西ト レンチ） を設定し、

最深部標高 -30㎝付近まで掘削し土層断面の観

察・ 記録を行った。 調査終了後は遺構面を陸砂

で保護し、 現地表面まで真砂・ 掘削表土によっ

て埋め戻し、 調査前の現況へ復旧した。

以下、 ２ カ年の発掘調査で得られた成果の概

要について述べるこ と と する。

　

3　 基本層序

地表面から約 1.2 ｍの厚さで堆積している現

代の宅地造成の客土より 下に以下の大別層を確

認した（ 写真１ ）。

Ⅰ層： 古代から 近・ 現代までの耕作土層。 1.2
　 　 　 ｍ程度の厚さであるが、 各層の出土遺物

　 　 　 がほと んどなく 、 各層の時期は明確にし

　 　 　 えない。 一部に擬似畦畔や耕地段差と 考

　 　 　 えられる高低差が認められる。

Ⅱ層： 古代の耕作土層と 思われる黒褐色シルト

　 　 　 層。 調査区のほぼ全域に最大厚 15㎝程

　 　 　 度で堆積する。 わずかではあるが古代の

　 　 　 土師器片（ 図２ - １ ・ 3） や須恵器片（ 同

　 　 　 -2）、 人形（ 同 - ４ ） が出土している。

Ⅲ層：  古墳時代前期前葉の造成土。 芯材や土留

めと して木造構造物を伴う 。 黄褐色シル

ト 層や灰色細砂層、 褐灰色シルト 層など

多様な層相を呈す。
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図３ 　 第２ 面全体平面図

写真１ 　 調査区西壁土層断面（ 南東から ） 図２ 　 Ⅱ層出土遺物
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図４ -1　 東西ベルト 土層断面図（ １ ）

４ 　 検出された遺構

（ １ ） 造成関連遺構の概要

調査区四周に設定した側溝を中心に見つかっ

た木造構造物には、 南北方向を主軸に設置され

ているものと 、 これらにほぼ直交して設置され

ているものがある。 また、 第２ 面では、 概ね木

造構造物と 対応する方向性で、 人為的な盛土が

平面的に検出されている（ 図３ ）。後述のよう に、

これらの木造構造物と 盛土は、 調査区壁面や東

西ト レンチの断面から 、 一連の造成工事に関連

する遺構であるこ と が確認された。 特に、 南北

方向を主軸と する造成関連遺構に直交する形で

設定し た東西ト レンチの断面（ 図４ ） から は、

造成の施工段階や方法が明瞭に観察された。

（ ２ ） 盛土の段階と 分布について（ 図４ ・ ５ ）

盛土は、 特徴的な層相を示す施工単位と 堆積

状況からグルーピングするこ と で、 早い段階で

構築されたものから順に次の⓪～⑥の段階で把

握できる。

盛土⓪： 貝殻片を含むシルト 層及びその上層の

　 　 　 　 腐食した植物片を含む黒色シルト 層。

盛土①： 盛土⓪のう ち上層の黒色シルト を母材

　 　 　 　 と した盛土層。 木材、木片を多く 含む。

盛土②： 洪水性懸濁物質起源と 考えられる肌色

　 　 　 　 系を呈するシルト を鍵層と する盛土。

盛土③： 黄色系シルト を鍵層と する盛土。

盛土④： 黒褐色系シルト 混細砂を主体と した盛

　 　 　 　 土。 層相は盛土⑥と 似る。

盛土⑤： N・ W 区に特徴的に認められる灰黄褐

　 　 　 　 色混細砂を鍵層と する盛土。 一部上面

　 　 　 　 に粗砂～礫層を含み硬化する。

盛土⑥： 黒褐色系シルト 混細砂を主体と した盛

　 　 　 　 土。 土器片を多量に含む。

盛土⓪は東西ト レンチの一部でのみ最下層と

して確認されており 、 どの程度の広がり をもっ

て堆積しているかは明らかではない。 貝殻片を

含むもののその密度は低く 、 ボーリ ング調査で

確認された貝殻密集層の上に形成された土壌層

の可能性がある。 また、 多く の木造構造物がこ

の上面に設置されているこ と が確認できるこ と

から 、一連の造成工事の基盤層と も考えられる。

盛土①は、 77 ～ 80・ 98 木造構造物が検出

された調査区南西側に厚く 堆積が確認されてい

る。 また、 東西ト レンチ西側の断面では、 盛土

⓪を掘り 込みこれを母材と して形成されている

こ と が確認できる一方、 東側では堆積していな

いため、 調査区西側を中心に構築されたと みる

こ と ができる。

盛土②・ 盛土③は、 調査区西壁中央付近をは

じめ一部に堆積しない部分があり ながらも 、 広

範囲にわたって構築されたものと みられる。 盛

土②は盛土⓪あるいは盛土①上に、 盛土③はい

ずれの断面においても盛土②上に構築されたこ

と が確認でき、 その範囲も ほぼ重複し ている。

特に、 北壁の 82・ 84 ～ 86 木造構造物がかか
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図５　各段階の盛土の分布状況

図４-２　東西ベルト土層断面図（２）
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盛土④：黒褐色系シルト混細砂を主体とした盛土。層相は盛土⑥と似る。
盛土⑤：N・W区に特徴的に認められる灰黄褐色混細砂を鍵層とする盛土。一部上面に粗砂～礫層を含み硬化する。
盛土⑥：黒褐色系シルト混細砂を主体とした盛土。土器片を多量に含む。
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る部分や、 西壁の 81 杭列がかかる部分では顕

著に土手状の高ま り を形成し ている （ 図５ ）。

盛土③は第２ 面上面で検出され平面的に広がり

を確認できた部分も 多く 、 特に E 区・ S 区の東

側では、 木造構造物と 同様に南北方向の主軸で

構築されたこ と が見て取れる。

盛土④は、 東西ト レンチにおいて盛土③上に

確認されるものの、 調査区壁面にはそれに対応

するものが認められないこ と から 、 部分的な分

布にと どまるものと 考えられる。 盛土③段階で

東西ト レンチ中央部付近に生じた土手状盛土間

の窪みを埋めるため、 その東肩に構築した盛土

であろう 。

盛土⑤は、 東西ト レンチにおいて、 盛土④上

に構築されているこ と が確認されるが、 その分

布範囲は N 区・ W 区の一部に限ら れる。 土手

状盛土間の窪みの西肩を中心に構築したもので

あろう 。 平面的に検出された箇所の一部が硬化

しており 、 機能面であった可能性がある。

盛土⑥は、 それより 前の段階の盛土で形成さ

れる土手状の高まり の間に堆積しているこ と が

確認できる。 溝状の断面を呈すが、 ラ ミ ナ構造

のよう な流水下で堆積した痕跡が認められない

こ と から 、 人為的な盛土であり 、 平坦な土地を

造成する ための最終工程と 考えら れる。 し た

がって盛土⑥が平面的に検出された箇所はそれ

より 前の段階の盛土間に生じた窪みと 判断でき

る。 盛土⑥は部分的に掘り 下げられており 、 地

写真２ 　 盛土⑥遺物出土状況（ Ｓ 区）（ 南西から ）

図７ 　 82・ 84 木造構造物（ 東西ト レンチ）
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盤強化のために埋め込まれたとみられる土器片

や木材、自然木が多量に出土した（写真２）。

（３）木造構造物と盛土について

木造構造物と盛土との関係が確認できる箇所

（図 6）を取り上げ、造成工事の方法を検討する。

82・84 ～ 86 木造構造物（図７・８）

82・84 木造構造物は北側側溝と東西トレン

チ、西側側溝で確認される南北方向の一連の遺

構である。１対の横板の内側に杭が打設されて

いるもので、これを芯材として土手状盛土が築

かれている。当木造構造物付近の盛土からは、

補強材として埋め込まれたとみられる土器片や

木材片が多数出土している。設置された横板の

下端が盛土①に被覆されていること、層相から

盛土①は下層である盛土⓪を母材としていると

考えられることから、当木造構造物は盛土⓪上

図８　82・84 ～ 86 木造構造物（北側側溝）



青谷上寺地遺跡発掘調査研究年報 2019

8

図９ 　 92 木造構造物、 91・ 94 杭列

図 10　 81 杭列
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に設置されたものと 推定される。

北側側溝内ではこの 82・ 84 木造構造物に加

え、 横板と 杭から なる 85 木造構造物、 矢板列

である 86 木造構造物が並列して検出さ れてい

る （ 図 8）。 85 木造構造物も 、 82・ 84 木造構

造物と 同様に、 横板下端が盛土①に埋め込まれ

ており 、 土手状盛土構築に先立って芯材と して

設置さ れたも のと 考えら れる。 木造構造物 86
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は盛土②の土留めと し て機能し たも のと 思わ

れ、 やはり 土手状盛土を構築するための一連の

遺構と 捉えるこ と ができよ う 。

92 木造構造物、 91・ 94 杭列（ 図９ ）

横板と 杭で構成さ れる 92 木造構造物と 、

91・ 94 杭列は、 いずれも 南北方向に走り 、 間

に木材が集積されていた。 これらの木造構造物

は対になって同方向に並べた木材を留める目的

で設置されたものであろう 。 これら一連の木造

構造物は盛土①・ ②・ ③によって構築される土

手状盛土の芯材と して機能したものと 考えられ

る。 この箇所の土手状盛土は、 特に盛土③の段

階において鍵層である黄色系シルト で覆いなが

ら も 崩れやすい灰色細砂を厚く 盛っている た

め、 他の土手状盛土の芯材より 強固なものが必

要であったのかもしれない。

81 杭列（ 図 10）
西側側溝内と W 区内で検出さ れた２ 列１ 対

の杭列であり 、 東西方向に走る。 西壁断面の

81 杭列付近は盛土①～③・ ④で形成さ れる高

まり が顕著であるため、 これら土手状盛土の芯

材と して機能していたと 考えられ、 同方向を基

軸と した造成工事がなされていたこ と がう かが

える。

（ ４ ） 造成中、 造成後の遺構

これまで述べてきたよう に、 本調査で確認さ

れた遺構の大部分は一連の造成工事にかかわる

ものであるが、 これ以外に造成中に形成された

土器溜り と 造成土上に残された柱跡、 杭列を検

出している。

93 土器溜り （ 写真３ ）

W 区の盛土⑥中に、 最大 30㎝長の角礫と と

もにほぼ完形の小型丸底壺や小型の壺形土器を

含む土器群が集中して検出さ れたも のであり 、

ごく 近い位置で柄頭状骨角器（ 図 13） も 出土

している。 先述のよう に埋土⑥は、 造成の最終

工程と 考えられるこ と から 、 これに伴い行われ

た祭祀の痕跡の可能性がある。

柱跡： ３ 柱痕（ 写真４ ）、 88 柱痕

３ 柱痕は W 区、88 柱痕はＮ区で検出された。

いずれも断面 20㎝× 10㎝程度の面取り された

角材がⅡ層中で確認されたため、 当初第１ 面に

帰属する杭であると 考えたが、 第２ 面の平面検

出中に掘形が検出されたため柱痕と 判断したも

のである。 掘形埋土にⅡ層が混入しないこ と か

ら 第 2 面に帰属し、 造成さ れた土地上に設置

さ れたも のと 考えら れる。 ３ 柱痕と 88 柱痕は

規模の類似性から 一連の遺構と 考えら れるが、

周囲に他の柱が認められないため掘立柱建物等

上部構造を推定するに至らなかった。

95 杭列（ 写真６ ）

東西ト レンチ南側に沿って直線的に検出され

写真３ 　 93 土器溜り 写真４ 　 ３ 柱痕
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図 11　 造成土出土土器

た一列の杭列で、 Ｓ 区からＷ区の３ 柱痕付近に

まで及んでいる。 残存する杭は最大径 5 ～ 10
㎝程度で近接して打設されている。 全ての盛土

を切る形で検出されているこ と 、 埋土に盛土⑥

に由来する黒褐色系シルト 混細砂が含まれるこ

と から 、 造成工事の終了後に打設されたもので

あるこ と が考えられる。 Ｓ 区・ Ｅ 区にみる造成

の方向と ほぼ直交する杭列であるこ と が注意さ

れるが、 その性格は不明である。

５ 　 出土遺物

（ １ ） 概要

出土遺物はコンテナで 80 箱程度であり 、 そ

の大部分は造成土中から出土した土器片と 木器

である。 木器は用途不明の粗製のものが大部分

で、 土器や自然木と 同様に地盤の強化のため持

ち込まれた転用材と 考えられる。 その他の出土

遺物には、 土玉、 管玉、 勾玉、 動植物遺存体な

どがあるが点数は少なく 、 造成工事や古代以降

の耕作によって二次堆積したものであり 、 場の

機能を示すものではない。

こ こではまず、 造成関連遺構の時期を捉える

こ と を主眼に、 各段階の盛土から出土した土器

について検討する。 これに加え、 祭祀の痕跡と

考えら れる 93 土器溜り の出土遺物を取り 上げ

るこ と と する。

（ ２ ） 造成土出土土器（ 図 11）
一部平面的な掘り 下げを行い、 土器片がまと

まり をもって検出された盛土⑥を除き、 盛土の

段階と の対応がと れる状態で出土した土器は少

0 10cmS=1:4
５

６

７

８

９

10

11５・ ６： 盛土⑥、７・ ８： 盛土③、９・ 10盛土②、11： 盛土⓪

写真５ 　 95 杭列
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図 12　 93 土器溜り 出土土器

ないが、 時期の検討が可能な資料を図 11 に示

す。 ５ ・ ６ は盛土⑥、 ７ ・ ８ は盛土③、 ９ ・ 10
は盛土②、11は盛土⓪から出土したものである。

５ の壺は、 頸部に強く 面取り された突帯をも

ち、 肩部は横方向、 胴部下半は不定方向のハケ

メ で調整さ れる。 ６ の甕は倒卵形の胴部で丸

底、 肩部には平行沈線がめぐる。 ７ は単純口縁

の直口壺であり 、 肩部にハケ状工具による平行

沈線と 刺突文が施される。 ８ は頸部に突帯をも

つ壺で、 肩部には平行沈線がめぐる。 ９ の甕は

算盤玉状の胴部で丸底、 器壁は薄く 、 口縁部端

部は強いナデによって平坦面を設ける。 10 の

甕もし く は壺の口縁端部も平坦面が設けられて

いる。

鳥取県内における古墳時代前期初頭から前期

中葉にいたる土師器編年の研究では、 端部を面

取するよう になった口縁部が退化し器壁が厚く

なり 立ち上がり が低く なる、 胴部が球形化し丸

底と なると いった甕の変遷や、 各期でセッ ト 関

係に加わる 器種が示さ れている （ 松井 1997、
牧本 1999・ 2020 など）。 造成土から出土した

５ ～ 11 の土器は、 いずれも 古墳時代前期前葉

の特徴を示し、 明瞭な時期差が認めら れない。

このこ と から 、 盛土②・ ③・ ⑥はいずれも古墳

時代前期前葉に構築されたものと 考えられる。

これに対し、 口縁端部の面取り が認められな

い 11の甕は弥生時代終末期に属すものであり 、

後の段階の盛土と は時期差が認められる。 盛土

⓪から出土した土器のう ち、 時期が判別できる

ものはこの１ 点のみであるため、 その評価につ

いては慎重にならざるをえないが、 この出土土

器に認められる時期差は、 盛土⓪が造成工事の

基盤層であると いう 土層断面の検討結果と 符号

するものである。

（ ３ ） 93 土器溜り 出土遺物（ 図 12）
93 土器溜り から 出土し た土器を図 12 に示

す。

12 は小型丸底壺であり 、 内外面と も 赤彩さ

れている。 口縁部に縦方向のヘラ 状工具によ

る沈線が数条ある。 13・ 14 はほぼ同じ大きさ

の小型の壺であり 、 13 は複合口縁、 14 は端部

がやや内側に折れ曲がる単純口縁をもつ。 15・
16 は 13・ 14 よ り やや大きい壺でいずれも 端

部を面取り した複合口縁をもち、 胴部はやや上

下につぶれた球形で器壁は薄い。 17 は大型の

甕で、 器壁の厚い口縁の端部は面取り がなされ

る。 18 は壺も し く は甕の底部であり 、 器壁は

薄く 痕跡的な平底をも つ。 19 は高坏の脚部で

円形の透かしがみられる。

0 10cmS=1:4

12

13

14

15

16

17

18 19



青谷上寺地遺跡発掘調査研究年報 2019

12

断片的な資料である 18 がやや古相を残すこ

と を除けば、 これらの土器群は盛土⓪を除く 各

段階の盛土から出土した土器と 同様、 古墳時代

前期前葉に位置づけられ、 当遺構が造成工事に

伴う 祭祀によって形成されたと いう 想定と 矛盾

しない。

図 13-20 の柄頭状骨角器は髄質をく り ぬい

た鹿角の分岐部を素材と するものである。 表面

には器形にあわせた逆 Fの字状の細い線刻が

残存し ている。 また、 残存部の多い裏面には、

下部に１ つ、 上部に３ つの穿孔が確認できる。

内面下部に残存している木質から 、 前者の穿孔

は木製の柄を固定するための目釘孔と 推定でき

る。 これより 小さい上部の穿孔は、 吹き流し様

のものをつける、 あるいはそれ自体が装飾と い

う こ と も考えられるものの、機能は不明である。

こ れに類似する 資料は、 １ 次調査県道８ 区の

SD38 から 、 弥生時代終末期から 古墳時代前期

初頭に属す、 より 精緻な線刻の施されたものが

２ 点出土しており （ 鳥取県教育文化財団 2002
　 第 369 図 240・ 241）、 全国的にも 出土例は

限られる （ 高橋 2020）。
93 土器溜り は、 赤彩さ れた小型丸底壺と 、

似通った大きさの小型壺二組、 稀少な柄頭状骨

角器が祭祀においてセッ ト で用いられたこ と を

示しており 、 今後、 同時期の祭祀遺構と の比較

も含めた評価を行う こ と と したい。

６ 　 調査成果のまと めと 意義

第 18 次調査では、 こ れまで遺跡の衰退期と

考えられてきた古墳時代前期前葉に、 中心域の

北側が大規模な土木工事で維持されていたこ と

が判明し、 遺跡の全体像や変遷を知る上で大き

な成果が得られたと いえる。 今後は、 土層断面

の検討等を通して造成の工程をより 詳細に復元

するこ と に加え、 調査区周辺で採取されたボー

リ ングコアの検討、 近隣の遺跡も含めた同時期

の遺構調査例の収集・ 精査、 自然科学分析の結

果も加味するこ と で調査成果を多角的に評価で

きるよ う にしたい。

また、 今回の調査では造成工事の目的の解明

と いう 新たな課題も 浮上し た。 そのためには、

どのよう な地形の中で、 どのよう な形状の土地

が造成され、 その上でどのよう な活動が行われ

たのかを明らかにする必要があり 、 今後、 北エ

リ アを対象と し た発掘調査を継続する こ と に

よって、 この課題が解明されるこ と が期待され

る。
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